






要約:母子保健の健康水準を保持し増進させながら、事業を実践していくためには、サー

ビス需要に応じたマンパワーの整備が不可欠である。そこで、次のような作業仮説を実証

するために、全国の保健所及びその管轄する全ての区市町村を対象として、アンケート調

査を実施した。

仮説その 1:母子保健のサービス需要と専門職マンパワーの稼働量との間には有意な関連

がある。またこの関連は一定ではなく、出生数が一定数(ここでは臨界出生数という)以下

では、必要となる稼働量は一定となる。

仮説その 2:母子保健事業のサービス需要に対する専門職マンパワーの稼働量と、母子保

健の健康水準との間には有意な関連がある。アンケート回収時期が 1990 年 3 月末のため

に、本年度の報告では、研究目的、作業仮説や調査方法を中心に述べた。


